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学生活が持っている要請・期待」、「学内教職員等の支援」の三者の冶oodness of fit" (Thomas & 
Chess, 1968) という視点から支援の必要性・意義・限界についての理論的及び、実証的検討を行った。
第 1 章広汎性発達障害学生の診断・治療・教育上の問題




達障害などを含む包括的診断カテゴリー名である。国際疾病分類である ICD -10 (World Health 
Organization, 1992) と米国精神医学会の DSM- N -TR (American Psychiatric Association, 2000) の診
断基準を検討すると、「広汎性発達障害」についての用語・定義は、どちらの診断基準でも統一されて
いる。中核概念の「自閉症J をあらわす「小児自閉症 (ICD -10) J と「自閉性障害 (DSM- N -TR) J 
についても、①対人的相互作用を伴う社会性の問題、②コミュニケーションの問題、③限局された常同
的で反復的な関心と活動の幅の問題の 3 点が中心概念である点で共通である。また、「アスペルガー症
候群 (ICD -10) J、「アスペルガー障害 (DSM- N -TR) J は、「自閉症」と同様の問題を持つが、コミュ
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ニケーションの問題が比較的認められないものであり、また、「広汎性発達障害、特定不能のもの (ICD-





の(高機能自閉症を除いている)だけでも約0.2~ 3 % (Lauritsen et al., 2004 ; William et al., 2005 ; 
N assar et al. 2009) 、最近の日本のデータで、高機能の広汎性発達障害の発症率は1.2% である












第 2 章では障害学生支援が進んでいるとされる(広瀬 2002) 米国・英国における広汎性発達障害の
大学生への支援について概説した。
例えば、米国では1973年の“Rehabilitation Act" (リハビリテーション法)第504条で、公的機関で




一方英国でも、先に述べた米国と同様に、 1995年の“Disability Discrimination Act" (障害者差別禁















生相談モデルの構築を模索している(斎藤、 2006 ;岩田， 2007) 。広汎性発達障害支援もまた、我が国
の現状に合わせた支援の考え方が必要になっていると思われる。





2005 ;山下， 2006) 。そのためか、発達障害学生の相談は、学生相談研修の中では大きな関心事として
取り上げられるようになってきている(岩田， 2007) 。中でも、広汎性発達障害(のうち、特にアスペ
ルガー障害・高機能自閉症などの高機能広汎性発達障害)をかかえる学生の相談が多く (岩田， 2003; 







































































合の良さ j (“goodness of fit" : Thomas & Chess, 1968) が生まれれば、学生の困難は軽減されること
になる。望ましいのは、大学システム(教師)が持っている障害学生への支援の考え方と相談員の考え
方の距離が小さくなることである。
第 7 章 広汎性発達障害学生の大学適応支援の実践に関する研究(研究 3)




















































1-4 “Goodness of fit"という視点からの学業支援を構成する要素
本人に対するアプローチ(心理教育)
本研究でテーマとしているのは“Goodness of fit"をめざすための支援である。支援の中心となる相














































第 3 章で述べたとおり、日本学生支援機構は、 2006年から、「障害学生修学支援ネットワーク事業J . 
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『発達障害学生支援ガイドブック j (独立行政法人国立特別支援教育総合研究所， 2005) 、『発達障害学生
支援ケースブック j (独立行政法人国立特別支援教育総合研究所， 2007) 、『障害学生修学支援事例集j (独
立行政法人日本学生支援機構障害学生支援についての教職員研修プログラム開発事業検討委員会，





































“Goodness of fi t"モデルが、一つの解決の方向を示すものであるとして提案された。
以上のように、本研究は、発達障害をもっ学生の大学適応と支援に関する新たなモデルを提供するも
のであり、この分野の研究の発展に大きく貢献すると考えられる。よって、本論文の提出者は博士(文
学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
-623-
